“ショッピング天国”日本がさらにパワーアップ
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2016年、日本ではメガショップのオープンラッシュだ。大型店舗の改装時期や再開発、ここ数年の旅行者の急増、2020年の東京オリンピックに向けての整備が重なるなか、日本各地で次々に大規模ショッピング施設が登場する。

[bookmark: _GoBack]まず大きく変化するのが東京・銀座エリア。数寄屋橋交差点には床面積約50,000㎡の「東急プラザ銀座」が3月31日にオープンする。伝統的な江戸切子をモチーフにした全13フロアの建物に、バリー、エンポリオ・アルマーニ、スカーゲンなどのほか、IKIJIなどの日本ブランド、雑貨、飲食など約125店舗が集結。8階、9階には東京最大の空港型免税店も登場する。銀座四丁目交差点には、新たなランドマークとなる複合商業ビル「銀座プレイス」が今夏誕生。建築家のクライン・ダイサムが手がけたFretwork（透かし彫り）モチーフの外観がひときわ印象的だ。この他に、元松坂屋百貨店跡地を含む約1.4haの敷地には、約250～300の店舗、観世能楽堂、観光バスロータリーを擁する大規模複合施設が2017年1月に開業する予定だ。
一方、東京・新宿南口にはルミネの新商業施設「NeWoman」が3月25日に誕生する。"女性が輝き続ける経験と価値の提供"をコンセプトに、ユナイテッドアローズやエストネーション、メゾン キツネなどのファッション、雑貨、飲食店約100軒に加え、保育園、婦人科クリニック、イベントスペース、会員制屋上貸菜園といった女性に嬉しいサービスが併設される。
横浜へ行くと、3月4日、敷地面積7,053㎡のショッピングモール「マリン アンド ウォーク ヨコハマ」に出会える。横浜赤レンガ倉庫に隣接した海沿いの地で、フレッドシーガルやスティーブンアラン、COS、NEIGHBORHOODといった店での買い物が楽しめる。さらに名古屋では、3月9日「大名古屋ビルヂング」がリニューアルオープン。計12,560㎡のフロアに74店舗が集まり、なかでも三越伊勢丹のファッションセレクトストア、"イセタンハウス"がハイライトだ。他に仙台には東北地域の顔となる「エスパル仙台東館」が、福岡には「博多マルイ」が誕生するほか、ここでは書ききれないほど全国で新施設誕生が目白押しだ。次に日本を訪れる際にはぜひ更に充実したショッピング体験を味わってほしい。

東急プラザ銀座
http://ginza.tokyu-plaza.com

NeWoman
http://www.newoman.jp

マリン アンド ウォーク ヨコハマ
http://www.marineandwalk.jp

大名古屋ビルヂング
https://dainagoyabuilding.com

博多マルイ
http://hakata-fan.0101.co.jp

エスパル仙台東館
http://www.s-pal.jp

